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広報ながしま  202４年２月号  ｜  02

令和6年（2024年） No.215

２
希望にあふれる二十歳の門出 ～令和６年二十歳の集い～
町の安心安全を願う ～令和６年長島町消防出初式～
快晴の中、軽快な足取り ～第22回長島すいせんウォーク～
子育て世帯物価高騰対策支援給付金
路線バスなどの廃止報道に伴う今後の対応
交通災害共済の加入受付
本籍地以外でも取得可能に
MBCラジオAM中継局の運用を休止
関西ながしま会交流会の案内
サツマイモ基腐病のリスクを軽減
栽培禁止のケシ
家電の処分が便利になりました ～ながしまエコ通信～

「おれ鉄20周年フェス」を開催
自分らしい生活を目指して ～地域包括支援センターだより～
町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
長島文芸
町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル ～１歳おめでとう～
うぶ声・お悔やみ・お礼・編集後記

［裏表紙］劇団四季ファミリーミュージカル「エルコスの祈り」

1月20日（土）11時06分

令和６年１月31日現在 ※（ ）は前月比

4,38６ （＋１）

（－5）

（－18）

（－23）

4,948
4,670
9,618

　１月 20 日、すいせん
ウォークが開催されまし
た。参加者は６㌔と 12
㌔のコースをそれぞれの
ペースで歩き、長島の花
ばなや東シナ海の水平線
を満喫していた様子でし
た。
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0３ ｜  広報ながしま  2024年２月号

令
和
６
年
二
十
歳
の
集
い

令
和
６
年
二
十
歳
の
集
い

希
望
に
あ
ふ
れ
る
二
十
歳
の
門
出

希
望
に
あ
ふ
れ
る
二
十
歳
の
門
出

　

１
月
４
日
、
令
和
６
年
「
二
十

歳
の
集
い
」
が
町
文
化
ホ
ー
ル
で

１
０
４
人
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、
晴

れ
着
に
身
を
包
ん
だ
89
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
川
添
健
町
長
が
「
笑

顔
と
ス
ピ
ー
ド
で
対
応
で
き
る
社
会

人
を
目
標
に
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人

材
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
多
く
の

人
か
ら
祝
福
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
運
営
委
員
長

の
牧
圭
一
郎
さ
ん(

本
町)

が
「
笑

顔
で
二
十
歳
の
集
い
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
成
長
を
温
か
く
見

守
っ
て
も
ら
っ
た
家
族
や
先
生
、
地

域
の
皆
さ
ん
、
と
も
に
歩
ん
だ
仲
間

の
お
か
げ
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
と

長
島
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
、
成

人
と
し
て
の
決
意
を
心
に
刻
み
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
全
力
で
歩
ん
で
い

き
ま
す
」
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
お
祝
い
行
事
で

は
、
和
太
鼓
の
演
奏
や
各
中
学
校
の

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
が
上
映
さ
れ
希

望
に
あ
ふ
れ
た
二
十
歳
の
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

鷹巣中、川床中、獅子島中の卒業生鷹巣中、川床中、獅子島中の卒業生 長島中、平尾中の卒業生長島中、平尾中の卒業生

大きな手紙に書いた親への感謝の気持ち大きな手紙に書いた親への感謝の気持ち 誓いの言葉を述べる牧さん誓いの言葉を述べる牧さん



広報ながしま  2024年２月号  ｜  04

鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁

表
彰

【
功
績
章
（
20
年
勤
続
）】

小
屋　
昭
彦

【
精
績
章
（
15
年
勤
続
）】

中
納　
真
徳

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

【
10
年
勤
続
章
】

福
原　
友
弘

棚
崎　
博
也

白
濵　
篤
彦

大
野　
伸
也

池
元　
　
孝

赤
嵜　
弘
則

白
濵　
小
鉄

濵
畑　
敬
一

長
井　
直
喜

岩
本　
幸
司

山
崎　
修
徳

石
塚　
史
郎

松
元　
俊
介

橋
口
雄
太
郎

溝
口　
佳
祐

杉
本　
伴
紀

坂
口　
　
卓

大
堂　
丈
夫

古
田　
幸
平

村
川　
元
気

湯
田　
智
之

山
上　
博
樹

福
永　
宗
寛

上　
　
真
吾

浜
田　
裕
徳

段
下　
賢
任

西
薗　
　
一

岡
平　
清
人

湯
田　
克
也

出
水
支
部
表
彰

【
永
年
勤
続
】

杉
本　
弘
一

【
優
良
団
員
お
よ
び
長
島
町
長
表
彰
】

𠮷
武　
一
洋　

白
濱
健
太
郎

長
島
町
消
防
団
長
表
彰

【
優
良
団
員
７
年
勤
続
】

田
口　
良
太

防
火
・
防
災
に
関
す
る
作
品
最
優
秀
賞

【
防
火
防
災
に
関
す
る
作
文
】

江
口　
凛
花
（
長
島
中
３
年
）

【
防
火
ポ
ス
タ
ー
】

森
枝　
壱
信
（
鷹
巣
小
２
年
）

澤
田　
晨
羽
（
平
尾
小
６
年
）

宮
脇　
夢
羽
（
鷹
巣
中
２
年
）

【
防
災
ポ
ス
タ
ー
】

山
下
日
々
煌
（
平
尾
小
４
年
）

町
の
安
心
安
全
を
願
う

町
の
安
心
安
全
を
願
う  

～
令
和
６
年
長
島
町
消
防
出
初
式
～

～
令
和
６
年
長
島
町
消
防
出
初
式
～

 

新
春
恒
例
の
長
島
町
消
防
出
初
式

が
１
月
６
日
、
町
総
合
町
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
消
防
団
員
や
椿つ
ば
き妃
隊
（
女

性
消
防
隊
）、
蔵
之
元
小
学
校
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席

し
、
永
年
勤
続
団
員
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
た
ほ
か
、
防
火
・
防
災
ポ
ス
タ
ー
と

作
文
の
入
賞
者
へ
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
式
後
は
、
同
消
防

ク
ラ
ブ
に
よ
る
通
常
点
検
と
町
消
防
団

に
よ
る
小
隊
訓
練
が
披
露
さ
れ
、
観
覧

に
訪
れ
た
家
族
や
地
域
住
民
な
ど
か
ら

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
町
口
孝
治
町
消
防
団
長
は
「
皆
さ
ん

の
活
動
を
見
る
と
歴
史
あ
る
消
防
団
の

継
承
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で

き
る
。
今
後
も
新
し
い
歴
史
を
継
承
で

き
る
よ
う
団
員
一
同
消
防
活
動
に
ま
い

進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
訓
示
を

述
べ
ま
し
た
。

訓示を述べた町口団長訓示を述べた町口団長

息の合った行進を披露息の合った行進を披露

訓練開始を報告する分団長訓練開始を報告する分団長



05  ｜  広報ながしま  2024年２月号

快
晴
の
中
、
軽
快
な
足
取
り

快
晴
の
中
、
軽
快
な
足
取
り

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

　
～
第

　
～
第
2222
回
長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
～

回
長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
～

　
第
22
回
長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク

が
１
月
20
日
に
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
１
２
０
０
人
が
参
加
し
、
す
い

せ
ん
が
咲
き
誇
る
沿
道
を
散
策
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
町
文
化
ホ
ー
ル
を
発
着

点
と
し
た
、
小
浜
崎
古
墳
群
を
周
回

す
る
６
㌔
の
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
と

長
崎
鼻
灯
台
を
折
り
返
す
12
㌔
の
す

い
せ
ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
天
候
が
心
配
さ
れ
た
当
日
で
し
た

が
、
見
事
な
快
晴
の
中
、
午
前
10
時

に
す
い
せ
ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス
、
約
10

分
後
に
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
思

い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
み
を
進
め
、

東
シ
ナ
海
の
水
平
線
や
赤
土
バ
レ
イ

シ
ョ
の
新
緑
豊
か
な
段
々
畑
の
眺
望

な
ど
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
唐
隈
子
ど

も
育
成
会(
増
田
卓
也
会
長)

や
ソ

テ
ツ
会（
中
屋
修
会
長
）、新
風
塾（
下

塩
見
浩
塾
長
）
が
参
加
し
、
蒸
か
し

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど

の
も
て
な
し
で
参
加
者
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
後
は
、
農
産
物
や
水
産
加

工
品
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
で
会
場

は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

抽選会でジャガイモとミカンが当たった参加者抽選会でジャガイモとミカンが当たった参加者唐隈灯台周辺からの眺めを楽しむ唐隈灯台周辺からの眺めを楽しむ

　
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
に
参
加
し
た

桑
原
代
美
子
さ
ん
（
川
床
上
）
は

「
住
み
慣
れ
た
長
島
町
だ
が
、
初
め
て

歩
く
土
地
な
の
で
新
鮮
だ
っ
た
。
き
れ

い
な
景
色
に
感
激
し
た
」
と
す
い
せ
ん

ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

古墳めぐりコースのスタート古墳めぐりコースのスタート



広報ながしま  2024年２月号  ｜  06

子
育
て
世
帯
物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
な
ど
の
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
困
窮
し
て

い
る
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

〇
対
象
と
な
る
子
ど
も

　
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
で
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満

た
す
子
ど
も

①
令
和
５
年
12
月
15
日（
以
下「
基
準
日
」と
い
う
。）

に
本
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
子
ど
も

②
基
準
日
の
翌
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に

生
ま
れ
る
子
ど
も
で
、
出
生
後
初
め
て
の
住
民
登
録

が
本
町
で
あ
る
子
ど
も

③
基
準
日
に
本
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
養
育
者
の
子

ど
も

　
支
給
額
は
、
子
ど
も
１
人
当
た
り

１
万
円
で
す
。
所
得
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

〇
支
給
対
象
者

　
対
象
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
児
童
手
当
受
給
者

ま
た
は
主
た
る
生
計
維
持
者
な
ど

〇
手
続
き

①
本
町
か
ら
児
童
手
当
（
公
務
員
を
除
く
）
を
受

給
し
て
い
る
養
育
者
に
は
、
児
童
手
当
の
振
込
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
申
請
不
要
で
す
。

②
公
務
員
や
子
ど
も
が
高
校
生
の
み
の
世
帯
、
児

童
手
当
の
所
得
上
限
限
度
額
を
超
え
て
い
る
世
帯

な
ど
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
２
月
中
旬
頃
に
申

請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
役
場
福
祉
事
務
所

ま
た
は
指
江
支
所
総
合
管
理
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
か
た
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　
☎︎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

路
線
バ
ス
な
ど
の

　
　
　
廃
止
報
道
に
伴
う
今
後
の
対
応

　　
南
国
交
通
（
株
）
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

の
長
期
化
や
乗
務
員
確
保
が
困
難
と

の
相
談
を
受
け
て
お
り
、
地
域
広
域

交
通
会
議
に
て
路
線
バ
ス
は
令
和
６

年
９
月
末
に
、
巡
回
バ
ス
は
、
令
和

７
年
３
月
末
に
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
の
意

向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
国
交
通
が
運
行
し
て
い
る
路
線

バ
ス
は
長
島
町
と
出
水
市
、
阿
久
根

市
を
結
ぶ
公
共
交
通
手
段
と
し
て
通

学
、通
院
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

巡
回
バ
ス
は
町
内
一
円
を
運
行
し
て

住
民
の
足
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。

　　
本
町
と
し
ま
し
て
は
、
高
校
生
や

高
齢
者
な
ど
の
交
通
手
段
を
確
保
す

る
こ
と
は
大
変
重
要
で
必
要
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
高

校
生
の
通
学
に
影
響
が
出
な
い
よ
う

早
急
に
代
替
交
通
手
段
の
確
保
に
努

め
ま
す
。
具
体
的
な
代
替
交
通
手
段

に
つ
い
て
は
、
方
針
が
決
定
次
第
、

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係 　

　
☎︎（
86
）１
１
３
４［
直
通
］



07  ｜  広報ながしま  2024年２月号しま  2023年２月号

本
籍
地
以
外
で
も
取
得
可
能
に

　
令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
、
戸
籍

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

元
年
法
律
第
17
号
）
が
施
行
さ
れ
、

次
の
①
、
②
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

①
戸
籍
証
明
書
な
ど
の
広
域
交
付

　【
広
域
交
付
制
度
と
は
】

　
本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村
の
窓
口

で
も
、
戸
籍
証
明
書
・
除
籍
証
明
書

を
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
る
制
度

【
広
域
交
付
で
戸
籍
証
明
書
な
ど
を

請
求
で
き
る
か
た
】

　
本
人
、
直
系
尊
属
（
父
母
、
祖
父

母
な
ど
）
お
よ
び
直
系
卑
属
（
子
、

孫
な
ど
）

【
利
用
の
注
意
点
】

・
戸
籍
証
明
書
な
ど
を
請
求
で
き
る

か
た
が
市
区
町
村
の
戸
籍
担
当
窓
口

で
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
請
求
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
明
書
の
提
示
が
必

要
で
す
。

②
戸
籍
届
出
時
に
お
け
る
戸
籍
証

明
書
な
ど
の
添
付
負
担
の
軽
減

　
例
え
ば
、
本
籍
地
以
外
の
市
区
町

村
に
婚
姻
届
を
提
出
す
る
場
合
、
こ

れ
ま
で
は
戸
籍
証
明
書
の
提
出
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

同
日
以
降
は
戸
籍
証
明
書
な
ど
の
添

付
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
）
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
戸
籍
住
民
係

　
☎︎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付

　　
町
で
は
、
令
和
６
年
度
市
町
村
交

通
災
害
共
済
の
加
入
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

　
こ
れ
は
皆
さ
ん
が
掛
け
金
を
出
し

合
い
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
、
け

が
の
際
に
災
害
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　
年
齢
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
加

入
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
加
入
く
だ

さ
い
。

〇
加
入
条
件

　
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
で
長
島

町
に
住
民
票
が
あ
る
か
た

※
学
生
や
出
稼
ぎ
な
ど
で
、
一
次
的

に
転
出
し
て
い
る
か
た
も
加
入
で
き

ま
す
。

〇
加
入
申
し
込
み

　
加
入
申
込
書
と
掛
け
金
を
役
場
総

務
課
ま
た
は
指
江
支
所
総
合
管
理
課

へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
掛
け
金

　

加
入
者
１
人
に
付
き
５
０
０
円

（
年
額
）

※
途
中
加
入
者
（
４
月
以
降
の
加
入

も
同
額
）

〇
申
し
込
み
期
限

　
３
月
25
日
（
月
）

〇
共
済
期
間

　
４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日

※
途
中
加
入
者
は
、
申
込
書
を
受
理

し
た
日
の
翌
日
か
ら
令
和
７
年
３
月

31
日
ま
で

〇
災
害
見
舞
金
給
付
対
象
者

　
国
内
で
自
動
車
や
自
転
車
、
バ
イ

ク
、
電
車
、
船
舶
な
ど
の
交
通
事
故

に
遭
い
身
体
に
傷
害
を
受
け
、
医
療

機
関
で
治
療
を
受
け
た
か
た

等級 災害の程度 見舞金額
１等級 死亡の場合 1,000,000 円
２等級 治療実日数 180 日以上の傷害 180,000 円
３等級 治療実日数 150 日以上 180 日未満の傷害 135,000 円
４等級 治療実日数 120 日以上 150 日未満の傷害 115,000 円
５等級 治療実日数　90 日以上 120 日未満の傷害 95,000 円
６等級 治療実日数　60 日以上　90 日未満の傷害 75,000 円
７等級 治療実日数　30 日以上　60 日未満の傷害 55,000 円
８等級 治療実日数　15 日以上　30 日未満の傷害 35,000 円
９等級 治療実日数　  ７日以上　15 日未満の傷害 25,000 円

災害見舞金の額一覧〇
よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ

質
問

　
見
舞
金
を
請
求
す
る
時
に
提
出
す

る
診
断
書
は
、
組
合
所
定
の
様
式
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
。

回
答

　
加
害
者
側
や
、
自
身
が
加
入
し
て

い
る
損
害
保
険
会
社
な
ど
が
治
療
費

の
支
払
い
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
組

合
所
定
の
診
断
書
で
は
な
く
、
自
賠

責
保
険
（
共
済
）
の
診
断
者
お
よ
び

診
療
報
酬
明
細
書
の
写
し
で
代
用
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
危
機
管
理
係

　
☎︎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］
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M
B
C
ラ
ジ
オ
A
M
中
継
局
の
運
用
を
休
止

　
M
B
C
ラ
ジ
オ
は
全
国
の
民

放
A
M
ラ
ジ
オ
43
局
と
共
に

２
０
２
８
年
秋
ま
で
に
F
M
局
に

な
る
事
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
北
薩
エ
リ
ア
は
令
和
６
年
２
月
か

ら
阿
久
根
・
川
内
・
大
口
の
３
つ

の
A
M
中
継
局
の
運
用
を
休
止
し
、

F
M
の
み
の
放
送
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
次

の
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
閲
覧
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
南
日
本
放
送
技
術
部
・
ラ
ジ
オ
業
務
部

　
☎
０
９
９（
２
５
４
）７
４
５
６

〇
休
止
の
理
由

　
A
M
ラ
ジ
オ
は
、中
継
局
が
海

辺
に
あ
る
事
が
多
く
、地
震
・
津

波
が
あ
っ
た
場
合
に
、中
継
局
が

被
災
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
F
M
の
中
継
局
は
、山
の

上
な
ど
高
い
場
所
に
中
継
局
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
A
M
ラ
ジ
オ
は
夜

に
な
る
と
外
国
の
混
信
を
受
け
や

す
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、

M
B
C
で
は
A
M
ラ
ジ
オ
か
ら

F
M
ラ
ジ
オ
へ
の
転
換
を
図
っ
て

い
ま
す
。

〇
今
後
の
A
M
中
継
局
放
送

・
A
M
ラ
ジ
オ
は
今
後
も
同
じ
周

波
数
、１
１
０
７
k
H
z
で
隼
人

か
ら
も
送
信
し
て
い
る
の
で
、地

域
に
よ
っ
て
は
若
干
弱
く
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、継
続
し
て

１
１
０
７
k
H
z
で
聴
け
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

〇
F
M
ラ
ジ
オ
の
利
用
方
法

・
A
M
ラ
ジ
オ
と
同
じ
放
送
を

F
M
ラ
ジ
オ
で
放
送
し
て
い
ま

す
。
北
薩
エ
リ
ア
は
９
３・
７

M
H
z
で
送
信
し
ま
す
。

※
使
用
す
る
F
M
ラ
ジ
オ
が
９
０

M
H
ｚ
以
下
し
か
受
信
で
き
な

い
昔
の
ラ
ジ
オ
の
場
合
に
は
受
信

で
き
ま
せ
ん
。

・
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
は
、無

料
ア
プ
リ「
r
a
d
i
k
o
」で
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

r
a
d
i
k
o
は
次

の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

閲
覧
で
き
ま
す
。

第 16回（前回）交流会の様子第 16回（前回）交流会の様子

関
西
な
が
し
ま
会
交
流
会
の
案
内

　
関
西
な
が
し
ま
会
で
は
、
第
17
回

関
西
な
が
し
ま
会
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
当
日
は
長
島
町
か
ら
多
数
の
来
賓

を
迎
え
、故
郷
の
近
況
な
ど
を
語
り
、

長
島
特
産
の
焼
酎「
さ
つ
ま
島
美
人
」

を
囲
ん
で
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
交
流

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
年
に
一
度
の
長
島
町
出
身
者
の
集

い
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
演
芸
の

披
露
や
ブ
リ
や
焼
酎
を
は
じ
め
と
す

る
長
島
町
の
特
産
品
が
当
た
る
大
抽

選
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
同
級
生
や
知
人
な
ど
を
お
誘
い
の

上
、
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ先
 関西ながしま会事務局
 ☎︎090（7209）3176

　　　　　  e-mail
　　　　　  kansai.nagashima@gmail.com

〇
日
時

　
３
月
17
日
（
日
）

　
午
前
11
時
30
分
～

　
（
受
付　
午
前
10
時
45
分
～
）

〇
場
所

　
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
５
階
鶴
の
間

　
（
大
阪
府
中
央
区
西
心
斎
橋
1-

3-

3
）　

　
☎
０
６
（
６
２
４
４
）
１
１
１
１

〇
会
費

　
１
万
円
（
お
一
人
様
）

〇
交
通
機
関

　
大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
ま
た
は
長
堀
鶴
見
緑
地
線

　
「
心
斎
橋
駅
」
下
車　
８
号
出
口
に
直
結
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栽
培
禁
止
の
ケ
シ

問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
保
健
所
衛
生
係　

　
☎
０
９
９
６（
62
）１
６
３
６

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
も
と
ぐ
さ
れ
び
ょ
う

腐
病
の
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
基
腐
病
や
つ
る
割
病
な
ど
が
発
生

し
た
ほ
場
の
種
イ
モ
は
、病
原
菌
を

保
菌
し
て
い
る
の
で
種
イ
モ
に
は
使

え
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
園
芸
用
の
ケ
シ
の
仲
間
、ポ
ピ
ー

な
ど
は
、美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
も

の
が
多
く
、ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
植
物

と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、ケ
シ
の
仲
間
に
は
、法
律

で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の

（
不
正
ケ
シ
）が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、外
観
の
特
徴
か
ら
園
芸
用
の
ケ

シ
と
区
別
で
き
ま
す
。
植
え
て
は
い

け
な
い
ケ
シ
の
特
徴
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、こ
れ
に
似
た
植
物
を
見
か
け

た
と
き
は
そ
の
ま
ま
抜
か
ず
に
出
水

保
健
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
特
徴

・
花
び
ら
４
枚
、薄
紫（
先
端
は
白
に
近
い
）

・
開
花
期
の
草
丈
は
50
～
１
０
０
㌢

・
葉
、茎
、つ
ぼ
み
な
ど
の
外
観
は
緑
色

・
葉
、茎
の
表
面
に
は
ほ
と
ん
ど
毛

が
な
く
、つ
ぼ
み
の
が
く
片
や
つ
ぼ

み
の
下
の
茎
に
多
少
見
ら
れ
る

・
葉
は
互
い
違
い
に
茎
に
つ
き
、葉

の
付
け
根
で
茎
を
巻
き
込
む
よ
う
な

形
で
つ
い
て
い
る

・
つ
ぼ
み
は
下
を
向
い
て
い
て
開
花
時
上

を
向
き
、花
が
散
っ
て
も
上
を
向
い
た
ま
ま

・繁
殖
力
が
強
く
、果
実（
ケ
シ
坊
主
）

に
は
微
細
な
種
子
が
詰
ま
っ
て
い
る

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
リ
ス
ク
を
軽
減

【
防
除
対
策
】

①
病
原
菌
の
伝
染
源
と
な
る
残
さ

は
、ほ
場
か
ら
持
ち
出
す

　
除
去
が
困
難
な
場
合
は
、耕
し

て
残
さ
の
分
解
を
促
進
す
る

②
病
害
の
ひ
ど
か
っ
た
畑
は
１
年

休
ま
せ
る

③
ほ
場
の
排
水
対
策
を
確
実
に
行

う（
枕
畝
を
撤
去
す
る
）

④
異
常
症
状
の
出
た
ほ
場
か
ら
は

種
イ
モ
を
採
取
し
な
い

⑤
購
入
苗
、ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
を

挿
苗
す
る
場
合
も
苗
消
毒
を
行
う

【
つ
る
割
病
＋
細
菌
性
腐
敗
】

　
塊
根
の
腐
敗
は
ド
ロ
ド
ロ
に
軟
化

す
る

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

【
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
】

　

塊
根
の
腐
敗
は
な
り
口
側
が
多

く
、ド
ロ
ド
ロ
に
軟
化
し
な
い

【
リ
ス
ク
の
軽
減
方
法
】

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
を
ほ
場
に
持

ち
込
ま
な
い
た
め
に
は
、健
全
苗
を

確
保
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

　
苗
床
に
基
腐
病
が
発
生
し
た
場
合

は
、症
状
の
あ
る
株
は
種
イ
モ
ご
と

速
や
か
に
ハ
ウ
ス
外
へ
持
ち
出
し
、

適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　
採
苗
す
る
際
は
、株
の
地
際
か
ら

５
㌢
以
上
切
り
上
げ
て
採
取
し
、ベ

ン
レ
ー
ト
水
和
剤
な
ど
を
用
い
て
苗

全
体
を
30
分
間
浸
漬
し
て
苗
消
毒
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
消
毒
液
は
、使

用
日
ご
と
に
新
た
に
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、採
苗
時
の
ハ
サ
ミ
は
こ
ま

め
に
火
炎
滅
菌
ま
た
は
丁
寧
な
水
洗

と
ふ
き
取
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

自生していた不正ケシ自生していた不正ケシ

発病した成果物の例発病した成果物の例

発病したほ場の例発病したほ場の例発病したほ場の例発病したほ場の例

発病した成果物の例発病した成果物の例

つぼみつぼみ

葉葉 果実果実

花花
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家
電
の
処
分
が
便
利
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　 

～
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
～

　
町
で
は
、
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
株
式
会
社
お
よ
び
S
G

ム
ー
ビ
ン
グ
株
式
会
社
と
、
連
携
と

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
家
電

４
品
目
（
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵

庫
・
洗
濯
機
）
の
自
宅
回
収
を
始
め
ま

し
た
。

　
運
搬
料
や
リ
サ
イ
ク
ル
料
は
か
か

り
ま
す
が
、
簡
単
な
手
続
き
で
家
の

中
か
ら
の
搬
出
に
も
対
応
し
て
い
る

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

【
次
の
よ
う
な
場
合
に
お
す
す
め
】

・
購
入
し
た
店
舗
で
回
収
し
て
も
ら

え
な
い

・
捨
て
か
た
が
分
か
ら
な
く
て
困
っ

て
い
る

・
空
き
家
の
家
電
を
処
分
し
た
い

・
自
宅
の
設
置
場
所
か
ら
搬
出
し
て

ほ
し
い

【
回
収
手
順
】

①
申
請

　

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
リ

ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
へ
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

（
U
R
L: w

w
w

.sg-renet.jp/

）

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

②
回
収

　
指
定
し
た
日
時
に
、
指
定
し
た
設

置
場
所
か
ら
搬
出

※
収
集
運
搬
料
と
リ
サ
イ
ク
ル
料

は
、
回
収
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
現
金
で
支

払
い
ま
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
な
ど
小
型
家
電
の
回
収

も
同
時
に
行
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
株
式
会
社

 

☎
０
５
７
０（
０
５
６
）０
０
６

 （
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

・
役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

 

☎（
８
６
）１
１
５
３［
直
通
］

「
お
れ
鉄
20
周
年
フ
ェ
ス
」
を
開
催

　
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
は
、
３
月
10

日
で
開
業
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
お
れ
鉄
を
利
用
し
て
い
る
人
も
、
し

ば
ら
く
乗
っ
て
い
な
い
人
も
、
み
ん
な

で
記
念
日
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

○
開
催
日
時

　
３
月
10
日
（
日
）

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　
出
水
駅
周
辺
、
お
れ
ん
じ
鉄
道
沿
線

○
参
加
料

　
無
料

○
内
容

　
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
お
笑
い
１
日
駅

長
企
画
、
お
れ
鉄
沿
線
マ
ル
シ
ェ
、

鉄
道
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
特
別
列
車
運

行
な
ど

○
出
演

　
レ
イ
ザ
ー
ラ
モ
ン
、
お
か
ず
ク
ラ

ブ
、
ひ
ょ
っ
こ
り
は
ん
他　

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
お
れ
鉄
20
周
年
コ
ラ
ボ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
】

　
北
薩
地
域
の
店
舗
も
一
緒
に
20
周

年
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
参
加
店
舗
に

行
っ
て
、
特
典
を
ゲ
ッ
ト

特
典
①

　

吉
本
興
業
レ
イ
ザ
ー
ラ
モ
ン

R
G
が
お
れ
鉄
職
員
に
変
身
！
オ

リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ド

特
典
②

　
お
店
独
自
の
割
引
・
サ
ー
ビ
ス

　
（
設
定
が
あ
る
店
舗
の
み
）

詳
し
く
は
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
閲

覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

 

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

 

☎（
86
）１
１
３
４［
直
通
］

【
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
】

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
に
、
運
営
補
助
を

お
願
い
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
閲

覧
で
き
ま
す
。

こたえ
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１
月《
睦
月
》

４
日
（
木
）

６
日
（
土
）

９
日
（
火
）

15
日
（
月
）

16
日
（
火
）

18
日
（
木
）

20
日
（
土
）

22
日
（
月
）

23
日
（
火
）

24
日
（
水
）

25
日
（
木
）

26
日
（
金
）

27
日
（
土
）

30
日
（
火
）

31
日
（
水
）

辞
令
交
付
式
・
仕
事
始
め
式
（
役
場
）

二
十
歳
の
集
い
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

令
和
６
年
長
島
町
消
防
出
初
式
（
町
総
合
町
民
体
育
館
）

県
庁
な
ど
年
始
あ
い
さ
つ(

鹿
児
島
市
・
他)

令
和
６
年
第
１
回
臨
時
議
会
（
役
場
）

～
17
日
（
水
）　

中
央
陳
情
・
な
が
し
ま
美
味
で
ー
（
東
京
都
）

鹿
児
島
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
打
ち
合
せ
会（
鹿
児
島
市
）

離
島
緊
急
医
療
現
況
報
告
会
意
見
交
換
会
（
鹿
児
島
市
）

第
22
回
長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

北
薩
地
域
税
務
協
議
会
総
会
（
役
場
）

第
16
回
B
&
G
財
団
全
国
サ
ミ
ッ
ト
（
東
京
都
）

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
運
営
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

ブ
リ
消
費
拡
大
セ
ー
ル
（
薄
井
漁
港
）

長
島
町
立
中
学
校
再
編
に
伴
う
住
民
説
明
会［
長
島
中
学
校
区
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
支
所
）

長
島
の
子
表
彰
式
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

鹿
児
島
出
水
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
立
中
学
校
再
編
に
伴
う
住
民
説
明
会［
平
尾
中
学
校
区
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
老
人
憩
い
の
家
）

長
島
町
立
中
学
校
再
編
に
伴
う
住
民
説
明
会［
川
床
中
学
校
区
］　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

自
分
ら
し
い
生
活
を
目
指
し
て 

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続

け
る
た
め
に
は
、「
住
ま
い
」・「
医

療
」・「
介
護
」・「
介
護
予
防
」・「
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
が
、
地
域
の
中

で
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
作

り
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
仕
組
み
を
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
と
い
い
ま
す
。

　「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
に
は
、
行
政
や
医
療
・
介
護
な

ど
の
専
門
職
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
住
民
の
皆

さ
ん
の
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
「
介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
生
き

が
い
と
活
力
を
持
っ
て
生
活
で
き
る

地
域
」「
家
族
や
友
人
、
近
隣
住
民

と
の
支
え
合
い
が
活
発
に
行
わ
れ
る

地
域
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
ご
近
所
の
か
た
と
の
世
間

話
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
自

宅
、
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ
先

 

役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

 

☎︎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

　
　
　

〇
日
時

　
３
月
８
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

〇
場
所

　
町
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム（
町
文
化
ホ
ー
ル
横
）

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
費
用

　
飲
み
物
代　
１
人
１
０
０
円

～
ろ
ば
カ
フ
ェ
で
ホ
ッ
と
一
息
～

　
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
か
た
や

介
護
の
悩
み
な
ど
、
老
若
男
女
ど
な

た
で
も
相
談
で
き
る
カ
フ
ェ
で
す
。

①５＋５＋２－３＝９　　②３－２＋５－４＝２　③８－１－４＋３＝６　④７＋１－２＋５＝11

　
　
　
　
　
　
マ
ス
の
中
に
「
＋
」

　
　
　
　
　
か
「
－
」
を
入
れ
て

計
算
式
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

＊次回の「ろばカフェ」＊
①
５
□
５
□
２
□
３
＝
９

②
３
□
２
□
５
□
４
＝
２

③
８
□
１
□
４
□
３
＝
６

④
７
□
１
□
２
□
５
＝
11

こたえ

※
答
え
は
ペ
ー
ジ
下
部
に
あ
り
ま
す
。
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労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
相
談
会

　

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？

　
県
労
働
委
員
会
委
員【
公
益
委
員(

弁
護
士
、

大
学
教
授
等)

、労
働
者
委
員(

労
働
組
合
役
員

等)

、使
用
者
委
員(

会
社
経
営
者
等)

】が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　
労
働
者
、使
用
者
の
ど
な
た
で
も
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。〔
無
料
、秘
密
厳
守
〕

○
日
時

・
毎
月
原
則
第
4
火
曜
日(

閉
庁
日
を
除
く)

・
午
後
2
時
30
分
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　

(

受
付
は
午
後
4
時
30
分
ま
で)

・
２
月
の
相
談
会　

 

2
月
27
日(

火)

・
３
月
の
相
談
会　

 

3
月
26
日(

火)

※ 

電
話
に
よ
る
相
談
も
可

〇
場
所　

　
県
庁
労
働
委
員
会(

県
庁
15
階)

〇
申
し
込
み

　
相
談
会
の
時
間
で
随
時
受
付(

予
約
優
先)

〇
相
談
事
例　

　
解
雇
、雇
止
め
、配
置
転
換
、賃
下
げ
、パ
ワ

ハ
ラ
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
９
４
３

か
ご
し
ま
就
職
・
転
職
オ
ン
ラ

イ
ン
合
同
企
業
説
明
会　

　
県
内
企
業
へ
の
就
職
を
応
援
す
る
た
め
、

合
同
企
業
説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

ま
す
。
1
6
0
以
上
の
鹿
児
島
の
企
業
が
出

展
し
、企
業
の
魅
力
や
働
き
か
た
を
紹
介
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
開
催
日
程

　
３
月
７
日(

木)

～
９
日(

土)

〇
対
象 

・
令
和
７
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
大
学
生
、短

大
生
な
ど

・
鹿
児
島
県
へ
の
U
I
タ
ー
ン
を
希
望
し
て

い
る
か
た

・
県
内
企
業
へ
の
転
職
を
検
討
中
の
か
た

＊
保
護
者
の
か
た
も
参
加
で
き
ま
す
。

〇
参
加
申
込

　

詳
細
、
申
し
込
み
は
特
設
サ
イ
ト

（https://recpar-lg.com
/kof/

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
次
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。

＊
ご
希
望
の
か
た（
先
着
１
０
０
名
）に
は
、

就
職
活
動
に
活
用
で
き
る
適
性
検
査
が
無
料

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
産
業
人
材
確
保
・
移
住
促
進
課

　
☎
０
０
９（
２
８
６
）３
０
９
８

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」を

　
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
、障
が
い
者
差

別
解
消
法
の
改
正
に
伴
い
、事
業
者
に
よ
る

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提
供

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
合
理
的
配
慮
は
、障
が
い
者
一
人
ひ
と
り

の
状
態
な
ど
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る
も
の
が

異
な
り
、多
様
か
つ
個
別
性
が
高
い
も
の
で

す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
事
業
者
が
話
し
合

い
、お
互
い
に
理
解
し
合
い
な
が
ら
共
に
対

応
案
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

〇「
合
理
的
配
慮
の
具
体
例
」

・
意
思
を
伝
え
合
う
た
め
に
絵
や
写
真
、タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
使
う

・
段
差
が
あ
る
場
合
に
、ス
ロ
ー
プ
な
ど
を

使
っ
て
補
助
す
る

※

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲

覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
９
５
３

　
県
障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
１
１
０

猫
の
飼
育
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う

　
２
月
は
猫
の
適
正
飼
育
月
間
で
す
。
猫
の

飼
育
ル
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　
交
通
事
故
や
病
気
な
ど
の
危
険
か
ら
守
る

た
め
、室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
環
境
を
整

え
て
あ
げ
る
と
室
内
で
も
十
分
生
活
で
き
ま

す
。
ふ
ん
尿
や
菜
園
荒
ら
し
な
ど
、周
囲
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
不
妊
・
去
勢
を
し
ま
し
ょ
う

　
不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。
不
妊
・
去
勢
手

術
は
、病
気
の
予
防
や
マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の

減
少
に
も
な
り
ま
す
。

〇
所
有
者
の
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

　
飼
い
猫
だ
と
分
か
る
よ
う
に
、所
有
者
を

明
示
し
ま
し
ょ
う
。

　
開
い
た
ド
ア
や
窓
の
隙
間
か
ら
脱
走
し
た

り
、突
然
の
災
害
で
行
方
不
明
に
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
名
前
や
連
絡
先
を
書
い

た
迷
子
札
を
首
輪
に
付
け
、マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
施
す
こ
と
で
飼
い
主
の
元
に
戻
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
保
健
所
衛
生
係

　
☎
０
９
９
６（
62
）１
６
３
６

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
令
和
６
年
３
月
１
日（
金
）か
ら
３
月
７
日

（
木
）ま
で
の
一
週
間
に
わ
た
り
、春
季
全
国

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
で
、火
災
の
発
生

を
防
止
し
、高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の

発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、風
の
強
い
日
が
多
く
な

り
ま
す
の
で
、火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
、火
災
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
令
和
５
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
】

　
「
火
を
消
し
て
不
安
を
消
し
て
つ
な
ぐ
未
来
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　
☎（
86
）０
１
１
９

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所　

　
☎（
88
）５
３
３
３

切
っ
た
ら
、植
え
よ
う
！

　

人
工
林
な
ど
の
栽
培
跡
地
を
放
置
す
る

と
、土
砂
流
出
防
止
な
ど
の
機
能
が
低
下
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
人
工
林
を
伐
採
し
た

跡
地
に
苗
木
を
植
栽（
再
造
林
）す
る
こ
と

で
、防
災
お
よ
び
安
定
し
た
木
材
の
供
給
、地

球
温
暖
化
防
止
な
ど
森
林
の
持
つ
公
益
的
機

能
の
維
持
・
推
進
に
貢
献
で
き
ま
す
。

　
再
造
林
に
対
す
る
補
助
制
度
が
次
の
と
お

り
あ
り
ま
す
の
で
、未
来
に
つ
な
が
る
森
林

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
再
造
林
に
対
す
る
補
助
制
度

①
造
林
補
助
事
業（
公
共
事
業
）

　
標
準
経
費
の
72
㌫
、68
㌫
、36
㌫
の
補
助
率

②
未
来
に
つ
な
ぐ
森
林
づ
く
り
推
進
事
業

（
み
ん
な
の
森
づ
く
り
県
民
税
関
係
事
業
）

　
苗
木
な
ど
の
資
材
代
に
対
す
る
経
費
の
定

額
補
助
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
北
薩
地
域
振
興
局
林
務
水
産
課

　
☎（
25
）５
５
０
９

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
試
験
の
実
施

　
九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、労

働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各
種
免
許
試
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
次
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
４
２（
43
）３
３
８
１

e
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
職
業
訓

練
校

　

ジ
ョ
ブ
ト
レ
を
運
営
す
る（
株
）ワ
ー
ク

キ
ャ
リ
ア
は
厚
生
労
働
省
か
ら
認
定
を
受
け

た
民
間
教
育
訓
練
機
関
で
す
。

　
同
社
で
展
開
す
る
e
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、

就
職
に
役
立
つ
知
識
や
ス
キ
ル
を
無
料
で
取

得
で
き
る
公
的
な
訓
練
制
度
で
す
。
通
学
が

不
要
で
、自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
が
で

き
、動
画
学
習
の
た
め
、い
つ
で
も
好
き
な
時

間
で
学
習
で
き
ま
す
。

〇
学
べ
る
コ
ー
ス

・
広
報
担
当
者
養
成
科

　
サ
イ
ト
運
営
、サ
イ
ト
製
作
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
広
報
活
動
に
生
か

せ
る
W
e
b
ス
キ
ル

・
事
務
担
当
者
養
成
科

　
D
X
支
援
の
基
礎
、労
働
・
経
理
概
論
、表

計
算
、サ
イ
ト
運
営
な
ど
事
務
担
当
に
必
要

な
ス
キ
ル

※
詳
し
く
は
次
の
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き

ま
す
。

み
ん
な
の
森
づ
く
り
県
民
税

　
森
林
は
、豊
か
な
水
を
育
み
、地
球
温
暖
化

や
土
砂
災
害
を
防
ぐ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
働

き
を
通
じ
て
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な

恵
み
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
み
ん
な
の
森
づ
く
り
県
民
税
は
、こ
の
よ

う
な
働
き
を
持
つ
森
林
の
保
全
や
、県
民
の

皆
さ
ま
が
森
林
に
ふ
れ
あ
う
機
会
の
提
供
、

森
林･

林
業
の
学
習
や
体
験
活
動
な
ど
に
活

用
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　
個
人
県
民
税
ま
た
は
法
人
県
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
か
た
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
個
人　
５
０
０
円
/
年

○
法
人　
均
等
割
額
の
５
㌫

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
税
の
仕
組
み
に
関
す
る
こ
と

　
県
税
務
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
１
９
９

・
税
の
使
途
に
関
す
る
こ
と

　
県
環
境
林
務
課　

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
３
３
２



広報ながしま  2024年２月号  ｜ 14 

12/23  
（土）

第１回離島交流卓球大会
スポーツを通して離島間の交流

　12月 23 日、獅子島小中学校体育館で第１回離島
交流卓球大会を開催し、甑島の児童５人と獅子島の児
童 11人が参加しました。
　これは、地理的環境から島外との交流機会の少ない
離島小学生を対象に、卓球を通じて「島」と「島」の
交流を図り、新たな人間形成や健全な青少年の育成を
促進することで、将来を通じて離島地域の振興に寄与
することを目的としています。
　川添町長は「この大会は、離島甲子園をモデルに構
想した。今後は、県の大会、全国の大会にしていきた
いと思っている。夢の第一歩となる今大会を全力で戦
い、交流を通して皆さんで楽しんでほしい」とあいさ
つし、開会式の後、選手らの白熱した試合に声援が飛
び交い会場は熱気に包まれました。
　優勝した岩下眞

まはる
大君（獅子島小４年）は「初めての

離島交流卓球大会で優勝できてとてもうれしかった。
甑島のみんなと交流できて楽しかった。今後、甑島で
開催されたら参加したい」と笑顔で話しました。

　

結果は次のとおりです。
１位　岩下　眞大　４年（獅子島卓球クラブ）
２位　杉原　健　　６年（獅子島卓球クラブ）
３位　南薗　壱咲　６年（上甑卓球クラブ）
３位　杉原　沙綾　３年（獅子島卓球クラブ）

獅子島・甑島の子どもたちとの集合写真獅子島・甑島の子どもたちとの集合写真

12/20 
（水）

行人岳運営委員会が寄付
発展の一助になれば

　12月 20日、行人岳不動明王廟
びょう
運営委員会 ( 阿多

靖直委員長 )の末松直喜さんが委員長代理で町に寄付
金を贈りました。
　これは平成 29 年の町道行人岳線開通日を記念し
て、開通から毎年町に寄付してるものです。
　末松さんは「空気が澄んだ日には、天草の島々や島
原（雲仙普賢岳）、霧島まで行人岳から見渡せる。行
人岳から見るご来光はとてもきれいなので、ぜひ行人
岳に遊びに来てほしい。寄付金は景観整備や産業振興

など町の発展の一助になれば」と話し川添町長に目録
を手渡しました。

川添町長に目録を手渡す末松さん（写真右）川添町長に目録を手渡す末松さん（写真右）

12/21
（木）

薄井漁港新加工場建設に伴う地鎮祭
特産ブリの生産拡大へ

　12月 21 日、薄井漁港の竹島で薄井漁港水産流通
基盤（特定）整備工事の地鎮祭が行われ、漁協関係者
など約 50人が出席しました。
　これは、竹島の老朽化したブリ加工場の建替えに伴
う道路および用地に関わる地鎮祭で、新加工場は、東
町漁業協同組合の養殖ブリ「鰤王」の販路拡大を目的
に建設されます。
　川添町長は「日本一の養殖ブリの生産量に対応でき
る加工場ができれば、さらに世界に受け入れられるブ

リとなる。町としても協力したい」とあいさつししました。
同組合の長元信男組合長は「新加工場ができれば、海
外への輸出拡大へとつながる。長島自慢の「味」を世
界へ届けたい」と施設整備に期待を膨らませました。

玉串玉串奉奉
ほうてんほうてん
奠奠を行う長元組合長を行う長元組合長

全力で競技を行う子どもたち全力で競技を行う子どもたち
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12/28  
（木）

介護施設で餅づくり
お餅をついて健康に

　12 月 28 日、小規模多機能型介護施設「達者の家　
いろどり」で年末の餅つきが行われ、施設利用者など
約 15 人が参加しました。これは、季節感を取り入れ
機能訓練や心身の活性化につなげることを目的に実施
されています。
　この日は、２升のもち米を使ってヨモギ餅など約 30
個の餅を作り、参加者や利用者に振る舞われました。
　施設を利用する兒島オテイさん（汐見）は「あんこ
がたっぷり入っていておいしい」と満足した様子でした。

お餅を食べて笑顔の兒島さんお餅を食べて笑顔の兒島さん

12/24  
（日）

茅屋自治公民館で餅つき
餅つきで恵比寿市を盛り上げよう

　12 月 24 日、茅屋自治公民館で、子ども会育成会
と敬老会の有志による昔ながらの木のせいろでもち米
を蒸し、臼と杵を使った餅つきが行われました。
　この日は、毎月茅屋漁港で開催される恵比寿市に合
わせて餅つきが行われ、あんこ入りのつきたての餅約
200 個が来場者らに振る舞われました。
　餅つきに参加した、澤田晨

あ す は
羽君（平尾小６年）は「重

い杵でつくのは大変で疲れたが、ついた餅は弾力があっ
てとてもおいしかった」とうれしそうに話しました。 つきたての餅に期待を膨らませ餅つきつきたての餅に期待を膨らませ餅つき

12/25
（月）

長島町ふるさと景観協定認定書授与式
ふるさと景観づくりに貢献

　12 月 25 日、長島町ふるさと景観協定団体の認定
授与式が役場町長室でありました。
　景観協定団体に認定された３団体の代表者に、川添
町長から認定書と認定看板が授与され、これからの景
観づくりについての意見交換も行われました。
　今回認定された団体は次の通りです。
・片側港愛好花クラブ（代表・杉原 厚子）
・蔵之元鬼塚通り会（代表・飯尾 洋己）
・茅屋花をさかせよう（代表・田浦 美次）

認定された３団体認定された３団体

12/23
（土）

北海道東神楽でホームステイ
銀世界に大興奮

　12 月 23 日から 26 日までの３泊４日の日程で、
北海道東神楽町に宿泊し、本町の小学校５・６年生
20 人がウインタースクールに参加しました。
　参加した児童らは冬の北海道の銀世界に大喜びして
いました。期間中は天候に恵まれ、ソリ遊びや雪を使っ
たゲームなどの北国でしか体験できないレクリエー
ションを行いました。また、雪かきなどを通して北海
道と鹿児島の暮らしの違いを学びました。
　参加した宮瀬璃

り く
空君（平尾小５年）は「ホームステ

イ先の家の玄関が２階にあることやレンガ造りの暖炉
など鹿児島には無い家の作りに驚いた。たくさんの交
流ができてよい思い出になった」と振り返りました。

パウダースノーの雪遊びを体験パウダースノーの雪遊びを体験
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１/16  
（火）

ながしま美味でーを都内で開催
魅力いっぱいの食を発信

　町の食材の魅力を首都圏でＰＲするため「ながしま
美味 (うんまか )でー」が１月16日、全国町村会館（東
京都千代田区）で開催されました。

　国会議員や関東ながしま会、町関係者など 34人が
出席し、会場にはブリやバレイショ、黒牛、タイ、大
将季などをふんだんに使った料理が並び、参加者は舌
鼓を打ちました。

あいさつを述べる小里泰弘衆議院議員あいさつを述べる小里泰弘衆議院議員

１/８  
（月）

第 14回長島郷土かるた取り大会
熱戦を繰り広げる

　1月８日（月）、町開発総合センター大ホールで第
14回長島郷土かるた取り大会を開催し、町内の児童・
生徒 55人が参加しました。
　選手らは読み手の声に耳を澄ませながら一瞬の札の
取り合いを競いました。
　小学校４・５・６年生の部で優勝した石丸謙心君（川
床小・５年）は「決勝で兄弟対決だったけど、優勝す
ることができてよかった」と笑顔で話しました。
　
結果は以下の通りです。
【個人戦の部】
（小学校１・２・３年生の部）
　優勝　獅子島小２年　森永　遥灯
　２位　獅子島小２年　小田　萌乃華
　３位　鷹巣小２年　　植元　真結
（小学校４・５・６年生の部）
　優勝　川床小５年　　石丸　謙心
　２位　川床小４年　　石丸　太心
　３位　鷹巣小６年　　永岡　那智

（中学校１・２年生の部）
　優勝　獅子島中１年　　白濵　心菜
　２位　獅子島中１年　　白濵　紅愛
　３位　鷹巣中２年　　　村迫　凜乃
【団体戦の部】
（小学校）
　優勝　　川床小学校チーム
　２位　　鷹巣小学校チーム
　３位　　伊唐小学校チーム
（中学校）
　優勝　　獅子島中学校チーム
　２位　　鷹巣中学校星チーム
　３位　　鷹巣中学校宙チーム

熱戦を繰り広げる中学校１・２年生の部熱戦を繰り広げる中学校１・２年生の部

会場で振る舞われたブリ丼や黒牛の握り寿司会場で振る舞われたブリ丼や黒牛の握り寿司

１/17  
（水）

三県架橋の予定地を行政視察
三県架橋へ一歩ずつ

　1月 17日、県議会総合政策建設委員会を中心とし
た県議会議員や県職員など 25人が三県架橋の天草・
長島間の建設予定地周辺を高串崎公園から視察しまし
た。
　この日は、地質や海底、風況調査などを必要とする
ことや現在進行している類似のプロジェクトなどを交
えて本架橋の必要性の説明が行われました。
　同委員会の伊藤浩樹委員長は「広域的な避難道路と
しての観点からも大切なことなので架橋を実現してい

きたい。今後も三県が協力して国に働き掛けて行く」
と三県架橋への思いを話しました。

高串崎公園から視察する様子高串崎公園から視察する様子
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１/23  
（火）

令和６年能登半島地震災害支援金目録贈呈
一日も早い復興を

　B&G財団では、全国サミット共同宣言「B&Gネッ
トワークによる災害時における相互応援」に基づき、
被災地の復旧活動、各種の支援活動を目的に「令和６
年能登半島地震災害支援募金」を立ち上げています。
　本町では、令和２年７月豪雨災害により被災した際
に、B&G財団から多大な支援を受けています。
　１月 23日に開催された第１６回 B&G全国サミッ
トに川添町長が出席し、B&G財団の菅原悟志理事長
に、災害支援金目録の贈呈を行いました。

　菅原理事長は「被災されたかたがたのために活用さ
せていただきます」と話しました。

菅原理事長へ目録を手渡す川添町長菅原理事長へ目録を手渡す川添町長

１/29  
（月）

城川内小学校金管バンド九州大会出場
全力で楽しんで演奏したい

　１月 29日、城川内小学校（下野由美子校長・70人）
金管バンド（19人所属）の 6年生５人が役場を訪れ、
２月 24日に川商ホール（鹿児島市）で開催される九
州大会に出場することを川添町長へ報告しました。
　同バンドは、町内外のたくさんのイベントに呼ばれ、
城川内小学校で金管バンド仕様に楽譜を起こした「ふ
るさとのうた」や「こんな小さな町だけど」などを演
奏し、精力的な活動を続けています。
　部長の﨑野瑠

る な
菜さんは「小学校最後の大会なので、

全国大会につながるよう、全力で楽しんで演奏したい」
と意気込みを話しました。

九州大会出場を報告した城川内小６年生九州大会出場を報告した城川内小６年生

１/23 
（火）

町内産の牛肉の消費促進と周知
給食でおいしい町内産の牛肉

　町内で生産された牛肉の消費を促すと共に、子ども
たちにそのおいしさを知ってもらうことを目的として、
町から町給食センターに牛肉 150㌔を提供しました。　
　この牛肉は１月～３月の給食で３回に分けて町内の
小中学校で消費されます。
　1月 23日は、肉じゃがとして給食に提供され、川
床小学校（黒川周一校長・105 人）の４年生の教室
では、給食センターの栄養士を務める福留みずき先生
が献立や牛肉の特徴について説明を行い、児童らは町

内産の牛肉に感謝しておいしくいただきました。
　坂之下慶

けい た
大君は「肉じゃがはとてもおいしかった。

次の牛肉の献立が楽しみ」と次回の給食も楽しみにし
ている様子でした。

給食を楽しむ児童ら給食を楽しむ児童ら

１/18  
（木）

鶴翔高校　第７回和牛甲子園出場
高校牛児たちの熱い戦い

　１月 18日と 19日、第７回和牛甲子園が品川グラ
ンドホール・東京食肉市場中央卸売場で開催され、全
国41校の農業高校の生徒（高校牛児）が出場しました。
　同大会では、高校牛児たちによる体験発表会や講演
会、枝肉共励会が行われ、鶴翔高校からは本町出身の
３人が参加しました。熱心に講演や発表を行い、体験
発表と枝肉共例会総合部門で（去勢２頭A-5、脂肪交
雑 11）の総合部門で奨励賞を受賞しました。　
　脇田翔太さん（農業科学科３年・蔵之元）は「全国

の高校牛児と交流が出来き、有意義だった。枝肉の結果
については、肉量と肉質で良い牛ができた」と大会を振
り返りました。

和牛甲子園に出場した本町出身の鶴翔高校生和牛甲子園に出場した本町出身の鶴翔高校生
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劇団四季劇団四季
ファミリーミュージカルファミリーミュージカル
「エルコスの祈り」「エルコスの祈り」
　
　劇団四季ファミリーミュージカ
ル「エルコスの祈り」を次のとお
り開演します。
　観た人の心を、思いやりの気持
ち、やさしい温もりで満たしたい。
劇団四季ミュージカル「エルコス
の祈り」には、そんな思いが込め
られています。祈りに満ちた舞台
を、お見逃しなく。

【日時】
令和６年３月 20日（水・祝）
午後４時 45分会場
午後５時 30分開演
【場所】
長島町文化ホール
【入場料】
・S席　5,000 円
（中学生以下 3,000 円）
・A席　2,800 円
（中学生以下 1,800 円）

問い合わせ先
長島町教育委員会社会教育課
☎ 0996（88）6500



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10時～正午）
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３１

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

〇せき耳鼻咽喉科クリニック 64-1187
〇鶴見医院 73-0553
〇福田クリニック 79-3775
□メープル薬局東大野原 62-9292
□さくら薬局 63-7700
◇キッズクリニック 63-7707

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

〇ろばカフェ

〇長島クリニック 88-6405
〇林泌尿器科クリニック 64-8800
〇しみずこども医院 68-0633
〇福田クリニック 79-3775
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□すくすく薬局 72-5010
□さすえ薬局 88-6011
◇しみずこども医院 68-0633

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎３歳６カ月健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇わかすぎ皮フ科クリニック 64-1313
〇いまむらクリニック 73-1700
〇福田クリニック 79-3775
□オレンジ薬局 79-3972
□市民調剤薬局 68-0150
□長島調剤薬局 64-5555
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松 64-1500

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

春分の日

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

〇さくら通りクリニック 62-2311
〇いまむらクリニック 73-1700
□さくらんぼ薬局千本付 68-2211
□市民調剤薬局 68-0150

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（２カ月）
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

　

〇平尾診療所 88-2595
〇荘記念病院 82-3113
〇山田クリニック 72-0420
◇出水総合医療センター 67-1611

〇整形外科ばばぐちクリニック 64-8260
〇北国医院 72-0016
〇福田クリニック 79-3775
◇にのみやこどもクリニック 62-0167

祝日には、国旗を掲げましょう！
３月 20日は春分の日です。
　自然をたたえ、生物をいつくしむことを趣旨としています。
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